


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 

 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
 機の取り扱い分からない事があ、取 
  扱説明書を製品に近接して保存していないめ、 
  自分の判断だけ対処すると思わぬ事故を起こ 
  し、ケガをする事があります。 
  取扱説明書は分からない事があにすぐに 
  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 
  さい。 
 
 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されているの注意事項 
  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始めるは、製品に貼付している警告ラ 
  ベル、取扱説明書に記載されているの注 
  意事項、取扱要領を十分に理解してから行て 
  ください。 
 
 
 
 警告 
 がい、機作に不れななに 
  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 
  次のは、運転しないください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 
 より作業に集中きない。 

□  酒を飲んだ。 
□  機作が未熟な人。 
□  妊娠している。 
 

 
 
 警告 
 作業にさない機を作すると、 
  の一部が機に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 
  まねく事があります。 
  次に示す作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

 
□  ズボンや着は、だぶつきのないものを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなは 
 しない。 
 

 
 
 警告 
 機を他人に貸す、取扱説明書に記載されて 
  いるの注意事項や取扱要領が分からない 
  め、思わぬ事故を起こす事があります。 
  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してください。 
 
 
 
 注意 
 機のや、指のタッメント 

 部品なを取り付けて運転すると、機の破 
  損や傷害事故をまねく事があります。 
  機のはしないください。 
  タッメントは、指製品を使用してく 
  ださい。 
  部品交換するは、が指するものを使用 
  してください。 
 
 
 
 注意 
 始業をると、機の破損や傷害事故をま 
  ねく事があります。 
  作業を始める前には、取扱説明書に基づき 
  を行てください。 
 
 
 
 警告 
 ンンを始する、トラクタのやッ 
  プに立まま行うと、緊急事態への対処が 
  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 
  する事があります。運転席に座り、周囲の 
  を確認してから行てください。 
 ンンを始する、を 
  (中立)にして行わないと、機が接続状態に 

  なているめ、トラクタが暴走し思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  を(中立)にして行てくだ 

  さい。 

 急するとトラクタ前がきがる事があ 
 り、運転者が振り落とされり、周囲の人を巻 
 き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。 

 周囲のを確認し、ゆくりとしてくだ 
 さい。 

  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は
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 始する、気ガにより中になる 
  事があります。 
  窓、戸なを開け、十分に換気してください。 
 をらないンンを始すると、急 
 に作業機が駆され、周囲にいる人がケガをす 
 る事があります。 をてから始し 
 てください。 

 
 
 
 警告 
 作業機をするめにトラクタをさせる 
  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
  れてケガをする事があります。 
  トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 
  さい。 
 注意 
 作業機をトラクタに着する、や 
   まは軟弱な行うと、トラクタが不意 
   にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
   平坦盤のかい所行てください。 
作業機をトラクタからりす、めをせ 
ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 
こす事があります。 
りすは、タンドを接させ、作業機の 
車にめをしてください。 

 するトラクタによては、前がく 
  なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
 トラクタへフロントウイトを取り付け、ラ 
 ンを取てください。 

 
 
 
  危険 
  のないイントを使用すると、 

巻き込まれてケガをする事があります。 
のないイントは、使用しない 
ください。 

 が破損しまま使用すると、巻き込まれ 
てケガをする事があります。損傷しらすぐに 
取り替えてください。使用前には、損傷がない 
かしてください。 

 トラクタおよび作業機に着する、者の 
    不注意により、不意にイントが回転 

し、ケガをする事があります。 
をり、トラクタのンンをとめて、 
行てください。 

  のンを取り付けない使用すると、 
    が回転し、巻き込まれてケガをする事が 

あります。トラクタ側と作業機側のンを 
回転しない所にしてください。 

 

  
 注意 
 のなりが100mmを下回ると、イン 

 トを回転させ、破損しケガをする事があり 

 ます。 

 縮の隙間が25mmよりも小さくなると、 

 イントの突きげが起きる事があり、イン 
 トの破損をまねき、ケガをする事があります。 
 正ななり量使用してください。 

 イントを接続し、クランプン 
 が軸の溝に納まていないと、使用中にれ、 
 ケガをする事があります。 
 溝に納まているか、接続部を押し引きして確 
 かめてください。 

  
 
 
 注意 
 トラクタに作業機をしてを走行すると、 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラクタに作業機をしての走行はしない 
  ください。 

 
 
  危険 
  走行する、トラクタのルが 
    左右されていないと、片になり、 
    トラクタが左右に振られ転なが起こり、思 
    わぬ事故をまねく事があります。 
    ほの特殊作業は、ルを左 
    右して使用してください。 
  警告 
  トラクタに運転者の人をせると、トラク 
    タから転落しり、運転作の妨げになて、 
    緊急事態への対処がきず、同者はもちろん、 
    周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 
    ります。 

トラクタには、運転者の人はせないく 
ださい。 

  急急回を行うと、運転者が振り落とさ 
   れり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 
   を起こす事があります。 
   急急回はしないください。 
  急度を出しすぎると、 
   転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 
   低走行してください。 
  回する、により周囲の人を作業機に 
   巻き込みケガをさせる事があります。 
   周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保て 
   行てください。 
  側がしていり、側溝がある路路 
   を走行すると転落事故を起こす事があります。 
    

移動走行する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

作業機を着脱する時は 

パワージョイントを使用する時は 
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   路は走行しないください。 
 低のきいをりえようとすると、 
   トラクタが転倒あるいは転し、ケガをする事 
  があります。 
  あゆみ板を使用してください。 
 作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 
  る事があります。 
  ま、物を載せて走行すると、落下し、周囲の 
  人へケガを負わせる事があります。 
  作業機のには、人や物をのせないください。 
 注意 
 作業機へのをらない走行すると、周囲 
  の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
  あります。 
  走行するは、をてください。 
  
 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 危険 
 運転中は回転中、タンルなに接触 
 すると、ケガをする事があります。 

  周囲に人を近づけないください。 
 ベルをみろしする、フトや 
 イド、タンルに挟まれ、ケガを 
 する事があります。周囲に人を近づけないく 
 ださい。 

 警告 
 いびつなベルをラッンするとベルが振 
  り落とされ、ケガをする事があります。 
  標準回転度下の低運転してください。 
 ろしをすると、ベルが転がり、 
  巻き込まれてケガをする事があります。 
  ろしは、平坦な所行てください。 
 作業機指の回転度をえて作業すると、機 
  の破損により、ケガをする事があります。 
  指回転数を守てください。 
 作業機のに人をせると、転落し、思わぬ事故 
  をまねく事があります。 
  作業機のには、人をせないください。 
 わき運転をすると、周囲の障害物の回や周 
  囲の人への危険回ながきず、思わぬ事故 
  を起こす事があります。 
  前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し 
  てください。 
 度を出しすぎると、暴走事故をまね 
 く事があります。 

   低作業してください。 
   下り作業をする、の途中すると、暴 
 

  
   走する原因となります。の前低にし 
 て、ゆくりとおりてください。 

 し運転をすると、思わぬ方へ暴走し、事 
  故を起こす事があります。 
  しかりとハンドルを握て運転してください。 
 ハウなの作業をする、気ガに 
  より、中になる事があります。 
  窓、戸なを開け、十分に換気をしてください。 
 注意 
 運転中は回転中、を開けると回転物に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  を開けないください。 
 タンルがすると、ラップルが 
 閉じて、ケガをする事があります。させる 
 は、を入れないください。 

 フル巻き付け作業中、フルやトッ 
   ロラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
   事があります。作業中はさわらないください。 
 機のや、付着物の、フルのフ 
 ルルへのセットなを行う、お 
 よびンンをとめずに作業すると、者の 

   不注意により、不意に作業機が駆され、思わ 
 ぬ事故を起こす事があります。 
 トラクタのをり、ンンをとめ、回 
 転部や可部がとまている事を確かめて行 
 てください。 

 
 
 
 警告 
 トラクタかられる、やなに 
   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 
  起こす事があります。平坦し所に駐 
  車し、トラクタのンンをとめ、駐車 
  をかけて暴走を防いください。 
 トラクタかられる、作業機をあげままに 
 しておくと、者の不注意により不意に下 
 し、ケガをする事があります。 下限まろ 
 してからトラクタをれてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業する時は

トラクタから離れる時は 
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作業が終ったら 
 
 
 
 注意 
 をらずに、回転部や可部の付着物の 
  作業なを行うと、機に巻き込まれてケガ 
  をする事があります。 
  をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。 

 
 
 
 注意 
 作業のをると、作業機の不や破 
  損なが置され、次の作業にトラルを起 
  こしり、ケガをする事があります。 
  作業が終わら、取扱説明書に基づきを 
  行てください。 
 ンク作業機をちげてを 
 行う、者の不注意により、不意に下し、 
 ケガをする事があります。トラクタンク 
 の油圧回路をロックして行て下さい。 

 
 

  
 注意 
 、不意にラップルが閉じてケガをす 
 る事があります。 
 するはを入れないください。 

 機にが生じ、そのまま置すると、 
  破損やケガをする事があります。 
  取扱説明書に基づき行てください。 
 やまは軟弱な行うと、ト 
  ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  平坦盤のかい所行てください。 
 およびンンをとめずに作業すると、 
 者の不注意により、不意に本機がき出し 
 て思わぬ事故を起こす事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。 

 作業機をあげ状態のまま下にもぐり、 
 をいれりすると、不意に下し、ケガをする 
 事があります。 
 下に入るは、台な下防をして行て 
 ください。 

 フをげ状態油 
 不処理をする、不意に下しケガをする 
 ことがあります。 
 棒な下防をして行てください。 

油圧のやに、ゆるみや損傷があると、 
  飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 
  、ケガをする事があります。 
  補修もしくは部品交換してください。 
  やをすは、油圧回路の圧を 
  無くしてから行てください。 
 不処置のめにし 
  や類を取り付けずに作業すると、回転部 
  や可部に巻き込まれケガをする事があります。 
  元りに取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時
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な着な作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． ターンテーブル 

    ラッンするベルを載し、回転させるとこ 
ろす。 

２．リフトアーム 

  ラッンマシン本にベルをみ込みは 
しするとき、ベルをはさみ押さえこみます。 

３．サイドアーム 

 ラッンマシン本にベルをみこむとき、 
ベルの側を押さえます。 

４．ロール及び補助ロール 

  ロルは、載されベルを支え転がします。 
、補助ロルは、ベル側を押さえ、ベルの 
落下を防ぐとともに、ラッンフルとフル 
ットルドのラップル部分の位置わ 
せを行ないます。 

 

 

 

５．ラップホルダ部 

  ラップルが閉じとき、フルを挟むと同 
に、フルを引きちぎりやすいようにナイフ 
フルに穴をあけます。 
さらにベルし、ひきちぎられフル 

を保します。 

６．ストレッチローラ組立品 

  フルが引き出されることによりロラが回転 
し、フルを引きばしていきます。 

７．パワーパッケージ 

  トラクタを回転させ、イントを 
経てッケを廻し、油圧を生させる 
置す。 

 

８．コントロールボックス 

  トラクタ座からイッの作により機を作 
させ、、フルの巻数を設し巻付け終了 
タンルを自停させる置す。 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 

 

 

リフトアーム 

サイドアーム 

補助ロール 

タイヤ 

パワーパッケージ 

スタンド車輪 
トップリンクピン 

ロワーリンクピン 

ラップホルダ部 

ストレッチローラ組立品 

フィルム 

アーム 

ストレッチフレーム 

ロール 

ターンテーブル 
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２ 適応トラクタの範囲 

 
 応トラクタとの着は、本来の作業性能が揮 
きないばかりなく、本製品の耐久性や、あるいは 
トラクタの作性に著しい影響を及ぼすことがあり 
ます。 
応トラクタ馬を厳守して下さい。 

 この製品の応トラクタは次のとおりす。 
 
 

適応トラクタ 
１５ｋＷ～３３ｋＷ 

（２０ＰＳ～４５ＰＳ） 
 
 

３ 組立部品 

 
１．解     梱 

  木枠に固している部品をほいてください。 
 
２．組立部品の明細 

  梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要部 
 品が揃ているか確認してください。 
 
３．組 立 要 領 

  各部品の組立に必要なボルトナット類は、梱包 
 明細の符号を参照してください。 
（１）車の組み込み 
   本機の方左右に車を組み込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイ組立品入、ナットをめ込むは、タ 
イ組立品がく回るようめ込んください。 
ャップを打ち込み入するは、中央をハンマ 
くとへこみ形します。 
ャップ周のつば部分を丸棒をあてがい、周 
を交互にき打込んください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）タンド車の組み込み 
   作業機の前方左右にタンド車を入し、デ 

ルタン；９固します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（）トッロラ組立品の組み込み 
   本機前方右側に、を組み付け、ト 

ッロラ組立品を入し、ボルト固します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  取扱い上の注意 
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４ トラクタへの装着 

 
１． 装着前の準備 

 

 
作業機を着するめにトラクタをさせる 
 、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
 れてケガをする事があります。 
 トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 
 さい。 
 
 

 
作業機をトラクタにする、や 
 まは軟弱な行うと、トラクタが不意 
 にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
するトラクタによては、前がく 
 なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 
 ねく事があります。トラクタへフロントウイ 
 トを取り付け、ランを取てください。 
 
  
本作業機の着方法は、標準ンク方式す。 
作業機の下がり量が不するは、フトロット 

の取り付け穴位置をロンクの前側の穴にして 
ください。 
 特殊ンク式のロタを使用している 
には、トップンクの部をし、標準ンク 
用の長いトップンクを使用してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．３点リンクの装着 
  トラクタンクへラッンマシンのを 
します。 

（１）ゴ０のトラクタはラッンマシンの 
ロンクンをきに、ゴⅠⅡ 
のトラクタは、ロンクンをきに取り 
付けてください。 

（２）トラクタのンンを始して、ロンク 
の先端部がラッンマシンの左右のロン 
クンの位置とうま退して、トラクタを 
めてください。 

   ンンをとめ、駐車をかけてくださ 
い。 

（）左のロンクをし、抜けめにトラク 
タに付いているンンをロンクにさし 
てください。 

   次に、右のロンクも同じ順序行てく 
ださい。 

（４）トップンクをし、抜けめにベタン 
をしてください。 

（５）左右のロンクが同じさになるように、 
  トラクタ右側のャトクュして 

ください。 
（６）作業機中心がトラクタ中心におおよそ一致する 
位置に、ックンセットし作業機の 
振れをなくしてください。 

（７）タンドのンを抜き、タンド車をげて 
ください。 

（８）ンクを下げ、作業機をおろしてください。 
 
３．電装品の取付 

（１）電源取り出しコドの配線接続 
① 電源取り出しコドはトラクタのッコ 

  ドと共めします。 
   ッから○－側のッコドをし、次 
  に○＋側のッコドをします。 
② ○＋側ッコドのナットをし、電源取り 
 出しコド○－側を取り付け、ナットを組み込みま  
 す。 

   ③ ○＋側ッコドをッタミナルの○＋  
  側にし込み、ナットをめ付けます。 
  ④ ○－側電源取り出しコドも同じ順ッ 
  タミナルの○－側に取り付けます。 
  ⑤ 電源取り出しコドの極性は白色が○＋黒色が 
  ○－す。 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告  

  注 意 
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ッからッコドをすは、○－側 
 からし、取り付けるは○＋側から取りつけて 
 ください。逆にすると作業中工具がトラクタに 
 接触し、火花が生じ、火災事故の原因に 
 なります。 

 
 
 
必要電圧は１２す。 
 電圧を確認してから接続してください。 
電源取り出しコドは、るまないよう、トラ 
 クタ本に配線してください。 
電源取り出しコドをッに接続する、 
○＋○－を間違わないください。 

コントロルボックは、他品の電源取り出 
 しコドに接続可能すが、○＋○－の配線違い 
 のものがあります。 
 必ず付属の純正コドを使用してください。 
 
 
（２）コントロールボックスの据え付け 
① 作業機側コドをトラクタ側座近くま引き 

  込み、コントロルボックを接続します。 
  ② 電源取り出しコドを接続します。 
  ③ コントロルボックの裏にマネットがつ 
  いております。 
   作のしやすい所平らなに据え付けてく 
  ださい。 
 
 
電源取り出しコド及び作業機側コドと接続 
 のは、コントロルボックの電源イッ 
を“ＦＦ”の状態接続してください。 

使用しないは、必ず電源イッを“ＦＦ” 
 にしてください。 
 ッあがりの原因となります。 
作業機コドは、作業機のきに順応きる 
裕をもせ、、他に引掛からないように 
るみをとり固してください。 

コントロルボックの据え付けが不な 
 、機の振なにより落の恐れがありま 
 す。 
 確実に据え付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５  パワージョイントの装着 

 

 

 

のないイントを使用すると、 
巻き込まれてケガをする事があります。 

 のないイントは、使用しない 
ください。 

が損傷しまま使用すると、巻き込まれ 
てケガをする事があります。 
損傷しらすぐに、取り替えてください。 
使用前には、損傷がないかしてください。 

トラクタおよび作業機に着する、者の 
不注意により、不意にイントが回転 
し、ケガをする事があります。 
をり、トラクタのンンをてか 
ら行てください。 

のンを取り付けない使用すると、

が回転し、巻き込まれてケガをする事が 
あります。 
トラクタ側と作業機側のンを回転しない 
所にしてください。 

 

 

 

 

のなりが100mmを下回ると､イント 

を回転させ、破損しケガをする事があります。 

縮の隙間が25mmよりも小さくなると、 

イントの突きげが起きることがあり、イ 

ントの破損をまねき、ケガをする事があります。 

正ななり量使用してください。 

 

 
１．長さの確認方法 
（１）イント単、縮長の 

（ウタ）端部位置を（インナ）に 
マンしてください。 

（２）イント（ウタ）から、 
イント（インナ）を引き抜いてください。 

（）ロンクをさせて、軸とＩＣ 
軸がも接近する位置、を停してくださ 
い。 

（４）ン付きヨクのクランプンを押して、 
軸、ＩＣ軸にし、クランプンがもとの 
位置に出るま押し込んください。 

（５）同士をねわせ、（ 
ウタ）と端部位置のマン位置の間隔が25mm 

下のは、25mmの間隔を保つように断方法 

の順に基づき断してください。 
 
 
 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  危 険 

  注 意 
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（６）ロンクをさせて、軸とＩＣ 
軸がもれる位置、を停してください。 

（７）同士をねわせ、イプ（ 
ウタ）とイプ（インナ）のなり量が100mm 

下のは、販売店に絡し、長いイ 

ントと交換してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．切断方法 
（１）のウタ 

インナ両方を長い分だ 
けります。 

 
 
（２）り取同じ長さ 

をイプの先端から計 
ります。 

 
 
 
（）イプのウタとイ 

ンナ両方を金ノコま 
はッタ断します。 
断するは、イ 

プの中にウを詰め、 
イプにり粉が付着するのを防いくだ

さい。 
（４）り口をななめらかに仕げてから

イプをよく清掃し、次にを塗布して、

ウタとインナを組みわせます。 
 
 
 

３． 安全カバーの脱着方法 
（１）の分解順 

①固ネを取りし 

てください。 
 
 
 
   ②を取り 

し位置へ回してくだ 

さい。 
 
 
 
   ③を引き抜 

いてください。 
 
 
 
 
   ④ライドンを取 

りしてください。 
 
 
 
（２）の組立順 
   ①ヨクのライド 

ン溝とイプ（イン 

ナ）にを塗 

てください。 
 
 
 
   ②ライドンのつ 

ばをイプ側にけ、 

り口を開いて溝に 

はめてください。 
 
 
   ③そのに 

をはめてください。 
 
 
 
 
   ④をしかりと 

まるままわしてく 

ださい。 
 
 
 

⑤固ネをめ付けてださい。 

 

 
 
 

最縮時25mm以上のすきま 

最伸時100mm以上の重なり 
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４. パワージョイントの連結 

（１）ン付ヨクのクランプンを押して、ＩＣ

軸、軸にし、クランプンがもとの位

置に出るま押し込んください。 

 

 
イントを接続しとき、クランプ 

ンが軸の溝に納まていないと、使用中にれ、 

ケガをする事があります。 

溝に納まているか、接続部を押し引きして確 

かめて行てください。 

 
 

（２） のンを回転しない所に取り付

け、の回転を防いください。 

  ンはンクのきに順応きる裕を

せ、ま他へのひかかりながないように

分なるみを取てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  注 意  

安全カバー 
チェーン 
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 機を子よく長ちさせるめ、作業前に必ず行

いましょう。 

 

１  運転前の点検 

 

１．トラクタ各部の点検 

  トラクタの取扱説明書に基づきを行てく 

 ださい。 

 

２．連結部の点検 

（１）ンクの部 

① ロンクン、トップンクンのン 

ン、ベタンは確実に入されているか。 

  ② ックンは張られているか。 

  ③ 不具がつかは、1-4 ンク 

への着の説明に基づき不具を解消してく 

ださい。 

 

（２）イントの 

① イントの抜けめのクランプンが軸 
の溝に納まているか。 
② イントのンの取付に分 

なるみはないか。ま、度な裕はあるか。 

  ③ イントに損傷はないか。損傷して 
いるは、やかに交換してください。 

  ④ 不具がつかは、1-5-4  

イントのの説明に基づき不具を解消し 

てください。 

 

３．製品本体の点検 

（１）各部取付ボルトにゆるみはないか。 

   、ン類の落はないか。 

   特に次の個所は入念に行てください。 

符号① 取り付けボルト 

符号② トッロラ組立品支柱取付け 

           ボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 符号③ タイ取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号④ タンル取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号⑤ タンル（回ベン） 

         取り付けボルト 

符号⑥ ユツモタ取り付けボルト 

符号⑦ ンプシン取り付けンのボルト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号⑧ シャフト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 
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 符号⑨ ロラ軸受取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 符号⑩ フト取り付けンのボルト 

符号⑪ フト回シン取り付けンの 
         ボルト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 符号⑫ イド取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ンの張りは正か。 

（）油圧配管系統（油圧油圧金具油圧モ 

  タ油圧シンな）破損は、油漏れは 

  ないか。 

   不具がつかは6-1 不処置一覧表 

  に基づき油してください。 

（４）各部の油注油脂は十分か。 

   油脂が不しているは2-3 油箇所一覧表 

  の説明に基づき処置してください。 

（５）タイの空気圧は十分か。 

   空気圧が206kPa（2.1kg/㎠）になるように 

   してください。 

２  エンジン始動での点検 

 

 

 

をらないンンを始すると、急 
に作業機が駆され、周囲にいる人がケガをす 
る事があります。 
をてから始してください。 

 

 

１． トラクタ油圧系統の確認 

  トラクタ油圧を作し、ンクをし、作 

業機をちげ状態、下がなければ、は 

ありません。 

  トラクタ油圧系統なにがあるは、トラク 
タ販売店にご相談ください。 

 
２．油圧系統の点検 
 
 

 

油圧やに、ゆるみや損傷があると、 

飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 

、ケガをする事があります。 

 補修もしくは部品交換してください。 

やをすは、油圧回路の圧を 

無くしてから行てください。 

 

 

トラクタり替えを１に入れ 
ッケを回転させ、3-3-2 コントロルボック 
の作方法に基づき作してください。 
この油圧油圧モタ油圧シンから 
油漏れがないか確認してください。 
 
３．電気系統の点検 
  3-3-2 コントロルボックの作方法に基 
づき作し、表示りに作するか確認してく 
ださい。 

 
 

 

運転中は回転中、タンルなに接触 
すると、ケガをすることかあります。 
周囲に人を近づけないください。 

 

 

 不具がつかは6-1不具処置一覧表 
に基づき処置してください。 
 
 
 
 

  警 告 

 

 

  注 意 

  危 険 
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３  給油箇所一覧表 

 

○ 給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 

○ グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。 

○ 出荷時には、十分給油してありますが、使用前に確認してください。 

 

 

 

No. 

 

 油  所 

 

油箇所 

 

潤滑油の種類 

 

 油  間 

 

  考 

1 ギ（タンル） 1 塗布 使用30間ごと  

2 回ベンギ 1 塗布 〃  

3 回ベン 1  使 用 ご と  

4 左右フ支ン 2 〃 〃  

5 ンプシンン 2 〃 〃  

6 駆ン（タンル） 1 オ  イ  ル 〃  

7 駆ギ（トッ） 1  〃  

8 左右補助ロラ軸 2 〃 〃  

9 左右タンドャタ部 4 オ  イ  ル     

10 作用ン 1  使 用 ご と  

11 （ントッ接触部） 1 塗布 〃  

12 （ン支部） 1 オ  イ  ル 〃  

13 支 1 
〃 

〃  

14 支 1 
〃 

〃  

15 解支 1 〃 〃 

 

 

16 ラップル滑部 1 
 

〃  

17 ラップル支部 4 
オ  イ  ル 

〃  

18 ラップル支部 1 〃 〃  

19 フトシンン 2  〃  

20 フト支ン 1 〃 〃  

21 左右イド支 2 〃 〃  

22 ッケ油タンク 1 

ISOVG32～56 

（タビン油）相 

使用初期30間 

その60間ごと交換 

※1タンク 

性量 2.6 ℓ  

23 駆ン（ッケ） 1 オ  イ  ル     

24 イント －     〃 ※2 

25 その他軸受滑部 － はオイル 使 用 ご と  

 
※１．No.22 のタンク正量は、油圧タンクのみのオイル量、油圧シン油圧にオイルが入て

いない空のは、3.5～4.5 ℓ 必要となります。油が注油口から65mm下が位置が量す。油圧タ

ンクにオイルを入れすぎますと、戻り側オイルがタンクから溢れ注油プラ栓穴から吹き出します。オイ

ルは入れすぎないよう注意願います。 
※２．イントのクランクン摺部にはオイルを注入し、、軸、ＩＣ軸、イント

のプライン部にはを塗布してください。 
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１  本製品の使用目的 

 

１． 本製品は、家畜飼料用ベルイ作りの 
 め、円柱形ベルにフルを引きばし巻き付け 
 密封する機す。他の用途には使用しないくだ 
 さい。 
２．雨りや濃霧状態水分が多くなるや、ぬ 
かるみのあるほ、湿気のいほは、作業を行 
わないください。 

  ほがく乾き、正な水分、梱包早期にラ 
 ッン作業を行てください。 
 
 
１．原料水分は７０％前後に調整 
  刈り取りは、水分含量や栄養価等のから黄 
熟期がしているといわれています。 
ま、原料水分が７５％をえると廃汁が 

生します。 
これは作業機に影響を及ぼし、ま梱包、ラ 

ップしベルのラップにも溜まてしまい 
ます。 
廃汁は栄養のロにつながるめ摘期の 
収穫が要す。 
雨りや濃霧の、水分が多くなるの作 

業は行わないください。  
２．梱包後は早期密封 
  密封が遅れると、品質劣化を招く恐れがあり 
ます。 

  梱包出はやかにラップしてください。  
３．品質の安定したラップフィルムを使用 
  気温の化性質がきく化するようなフ 
ルは、密封精度が劣るがあります。 
フルは、保管中の質をけることから 
直射日光のらない涼しい所に保管し、長 
期保存はけてください。  

４．密封後のフィルムの損傷穴は必ず補修 
  誤てフルに傷をつけり、穴があい 
 は、必ず補修をしてください。 
  そのままにしておくと、ビの生や腐敗の 
原因となります。  

５．確実な保管 
  貯蔵所は水はけのい所を選び、鳥ネ 
 ズミ虫なの害から守るめ、ネット覆 
 り、薬剤を撒くなの工夫が必要す。 
  ま、ベルは必ず縦置きにしてください。 
  置きにすると、ベルがきく形し雨水 
や空気が入する原因となります。  

 
 

２  作業をするための調整 

 
１．ストレッチ高さの調整 

  ベル中心にフルの幅の中心が一致するよう 
にトッフを下させボルト固しま 
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．フィルムの装着 

（１）トッロラ組立品をトッ計方 
に回し、フックロックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）フルル（シャフト）をトッフ 

部フック部よりし、前側に倒します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

 良質なラップサイレージ作りをするために 
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（）フルル（シャフト）より、ベタ 
ンロラを抜き取りフルを入します。 
フル入、ロラベタンを入し、 

方に押しげ、フルル（シャフト） 
部トッフ部のフックと固し 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）フルは、巻き方がからて反計方 

になるよう入し、フル１とフル２を 
ねトッロラにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）トッロラ組立品を計方にまわしな 

がらフックを解します。 
フック解、反計方に回し、フル 
１にトッロラをてます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）フルを引き出し、ベル側ネットにび付 
けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ フルをベル側ネットにび付ける工程は、 
フルを新規に組込み入しのみ行います。 

  ラッン作業は、フル巻き付けし 
に、フルットルド部自的にフル 
を保し、次のラッン作業が行えます。 

 
３．補助ロールの調整 

（１）フル巻付けのベルのずれ、落下防の 
め、ベル側と補助ロル間に50mmのマ 
になるようにしてください。 

（２）ラップル側の補助ロルは、タン 
ルが正位置に停している状態、フルと 
ラップルの中心がうよう補助ロルの位置 
をしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラップル側の補助ロルは、フルとラッ 
プルの中心がうようしてください。 
中心がていないと、ラップルが閉じと 
き挟み込み不なの原因となります。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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３  作業要領 

 
本作業機は、トラクタ直送はけん引 
がき、ほにおいても畜舎付近も作業が行えます。 
 
 
 
運転中は回転中、タンルなに接触 
すると、ケガをする事があります。 
周囲に人を近づけないください。 

ベルをみ下ろしする、フトや 
イド、タンルに挟まれ、ケガを 
することがあります。 
周囲に人を近づけないください。 

 
 
 
 
作業機指の回転度をえて作業すると、機 
 の破損によりケガをする事があります。 
 指回転度を守てください。 
いびつなベルをラッンするとベルが振 

 り落とされ、ケガをする事があります。 

  標準回転度下の低運転してください。 

ろしをすると、ベルが転がり、 

  巻き込まれてケガをする事があります。 

 ろしは、平坦な所行てください。 
わき運転をすると、周囲の障害物の回や、 
周囲の人への危険回ながきず、思わぬ事 
故を起こすことがあります。前方や周囲へ、十 
分に注意を払いながら運転してください。 

 
 
 
 
運転中は回転中、を開けると回転物に 

 巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 を開けないください。 

フル巻き付け作業中、フルやトッ 
 ロラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
 事があります。作業中はさわらないください。 
タンルがすると、ラップルが 
閉じてケガをすることがあります。 
させるは、を入れないください。 

 
 
 
 
ベルを作業機に載しまま、トラクタ 
ンク作業機をちげ運搬しない 
ください。作業機の破損、は、トラクタ前 
がきがり不となり危険す。 

 
 
 
 

１．フィルムの巻数 

  フルの巻数は状況に応じて加減してください。 

    ベルイの長期保存や、より質なイ 
 を作るめには、４層巻きに巻き付けて 
 ください。 
 

ベル径８６０ｍｍ～９００ｍｍ 
２回巻（４層巻） ８～１０巻 
回巻（６層巻） １２～１５巻 

 
２．コントロールボックスの操作方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使用しないは必ず電源イッを“ＦＦ”にし 
てください。ッあがりの原因となります。 

コントロルボックの据え付けが不な、 
機の振なにより、落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 

各イッを同に作しないください。 

コントロルボックは水れ厳す。 
 
 
 トラクタ座から、コントロルボックのイッ 
作、タンルの 正転逆転 、  
下 、フト、イドの 開閉  
が行えます。 
 
（１）希望の巻き数を、巻き数設イル①を回し 

てセットしてください。 
巻き数設は８～４４の範囲２巻きとび設 
きます。 

（２）電源イッ②を“”にしてください。 
（）タンルイッ③を 正転 側に倒 

すとタンルが右回転（フル巻き付け 
方に回転）し、 逆転 側に倒すとタン 
ルが左回転します。 

  危 険 

  警 告 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

②電源スイッチ 

①巻数設定ダイアル 
⑦ターンテーブル 

 起動スイッチ ランプ 

③ターンテーブル 

 「正転・逆転」 

⑤リフトア－ム「開・閉」

 
⑥ターンテーブルダンプ「上昇・下降」

④サイドアーム「開・閉」 
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タンルの逆転は                        マクせの微 

少な位置せのみとし、続逆回転は絶対に行わ 

ないください。 

 ナイフルが閉じている状態タンル 

を逆回転させると、やンクが破損します。 

タンルがに下していないと、ン 

プのセンが働き、タンルは回転しませ 

ん。 
 
 
（４）イドイッ④を開側に倒すと 
イドが開き、閉側に倒すとイド 
が閉じます。 

（５）フトイッ④を開側に倒すと 
フトが開き、閉側に倒すとフト 
が閉じます。 

（６）ンプイッ⑥を側に倒すと、タ 
ンルがし、下側に倒すとタン 
ルが下します。 

 
 
 
ンプイッ⑥は                    マクがている 
状態のみ作してください。 
                    マクがていないと、タン 

ルの廻り防のロックンが作せず、ベルの 

左右の量により、タンルが廻り込み、 

フルのット及びフルの保が出来なく 

なります。 

 、ナイフルの解ンクが破損します。 
 
 
（７）タンル自起イッ⑦を押すと、 

タンルが回転し、ラッンが始まりま 
す。 
設巻数になると、タンルが自停 

します。 
停、    マク位置がわないは、 

タンルイッ③を作し、一度 
ルを正転回転させてから逆転 
マク位置をわせて、ンプイッ⑥を作 
してください。（廻り防のロックンが作しま 
す。） 

 
 
 
タンル自起イッ⑦起させ 
は、設巻数ま停しません。 
途中停するは、電源イッ②を“ＦＦ” 
にしてください。 

 
 
 
 

３．作業回転速度 
タンルの回転度は２５ｒｐｍ下す。 
回転数を４８０～５２０ｒｐｍに設する 

とタンルがおおよそ２５ｒｐｍ回転します。 
使用状況にわせて、とトラクタン

ン回転数をし作業してください。 
 

 

 
いびつなベルをラッンするとベルが振 

 り落とされ、ケガをする事があります。 

  標準回転度下の低運転してください。 

 
 
 
４．作業方法 
（１）み込み 

① イド、フトを開き、タ 
ンルをさせ、機を退しな 
がらベルにタンルをせます。 
② フトを閉じ、イド 
閉じ、ベルを保し、タンルを 
下させ、ベルをみ込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ベルと作業機の距が近すぎると、ャタ 
のきによりわせにくい事があります。 
ベルと作業機の位置をわせるは、出来る 
だけ距を取て機を退させると位置わ 
せがしやすくなります。 

ベルをみ込むは、フト、イド 
を閉じてベルを保しますが、フト 
を閉じるンン回転数をげて作 
するとベルが保しやすくなります。 
ま、形状不なベルなは、機を退さ 
せながらみ込み作を行なてください。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  警 告 

 

 
 

  ベール積み込みについて 
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（２）ラッン 
  ① にタンルが下が、イド 

、フトを開きます。 

  ② フルを引き出し、ベル側ネットにび 
付けます。 

  ③ タンルの１回目回転が低回る 
ようにンン回転を下げ、タンル 
イッを正転側に作するか、タン 
ル自起イッを押し、２回目の回転が 
始まらンン回転を５０～４００ｒｐｍ 
にしてください。 

 

 
 
タンルを急激に回転始するとフル 
がラップルからはずれりれり 
することがあります。 

 ンン回転度をげすぎると、ベルが 
ルから落ちり、油圧部熱の原因となり 
ます。 

 
 
 ④ 設巻数になると、タンルが正に来 

位置停します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ タンルの    印マクをわせて 

ください。 

       印マクをわせる、広範囲な逆回転 
は絶対に行わないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ンン回転数や機の角度なの違いに 
より、タンルが    印マク位置 
停しないことがあります。 

 タンルをさせるは、    
印マクがていることを必ず確認してくだ 
さい。 

 
 
（）し 

 
 
 
ろしをすると、ベルが転がり、 
巻き込まれてケガをする事があります。 

 ろしは、平坦な所行てください。 

 
 
① イドを開いままフトを 
閉じ、ベルを保し、タンルを 
させます。 

 ② タンルが６０～７０゜位の位置ラッ 
プルが閉じ、フルを挟み、穴をあけて 
断しやすくします。 

 

 
 
フトベルを保しないベルを 
出し、ラップルフルを挟 
むことがきません。 
必ず、フトベルを保してください。 

 
 
③ タンルがにし、フ 
トを開き、ベルをし、機を前 
させてください。 
 この、フルは穴のあけられ部分からひ 
きちぎられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

 

 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  取扱い上の注意 
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（４）ベル運搬 

   コンイベルをんだままする 
はンクを少しげて（作業機のタイ接 
圧を減らして）してください。 
 コンイベルは牧草と比べ量があ 
るめタイがンクする恐れがあります。 

 

 

 
ンクをげすぎるとトラクタ前が 
くなり縦が不になり、トップン 
ク部の損傷につながります。 

 
 

４  運    搬 

 

 
回する、作業機が回方とは逆方に 
くれるめ、周囲の人に接触しケガをさせり、 
対物障害物に衝突しケガをすることがあり 
ます。 

 周囲の人や対物障害物との間に十分な間隔 
を保て行てください。 

側がしていり、側溝がある路路 
 を走行すると転落事故を起こす事があります。 
 路は走行しないください。 

低のきいをりえようとすると、 

  トラクタが転倒あるいは転し、ケガをする事 
 があります。 
 あゆみ板を使用してください｡ 

作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 
 る事があります。 
 ま、物を載せて走行すると、落下し、周囲の 
 人へケガを負わせる事があります。 
 作業機のには、人や物なはのせないくだ 
 さい。 
 
 
 
 
作業機へのをらない走行すると、周囲 
 の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
 あります。走行するは、作業機への 
 をてください。 

 
 
１． タンルを下させ、イド、フ 
トを閉じます。 
２． コントロルボックの電源を“ＦＦ”にして 
ください。 
． トラクタのクラッをてください。 
 

４．本作業機は直、けん引きます。 
  ンク作業機をちげてトラクタ前 
がくなり、縦が不なは、けん引 
してください。 

 
 
 
トラックに載送のは、タンド車を 
格納し、メインフを台床に接し、機 
をさせるようにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  注 意 
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 長ちさせるめに、入れは必ずしましょう。 
 
 
 
をらずに、回転部可部の付着物の 
 作業なを行うと、機に巻き込まれてケガ 
 をする事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。 
作業のをると、機の不や破損 
 なが置され、次の作業にトラルを起こ 
 しり、ケガをする事があります。 

 作業が終わら、取扱説明書に基づきを 
 行てください。 
 
 
 

１ 作業後の手入れ 
 
 
１．作業機のに付着しコン等は、きれいに取り 
いてください。 

 

 
 
機にコンながていると、機が腐 
し破損や劣化を早める原因になります。 

 
 

２．ボルト、ナット、ン類の緩み、落がないか。 
 、破損部品がないか確認してください。 

  があれば、ボルトの増め、部品の交換をし 
 てください。 

．ッケのオイル量の確認、及び油圧モ 
タ、油圧シン、油圧からの油漏れの確 
認をしてください。 

  不具がつかは、オイルの補、 
接続部の増め、部品の交換をしてください。 

 

４．電品関係の部品破損コドの断線ながない 
 か確認してください。 

  不具がつかは、部品の交換をしてくだ 
さい。 

 

５．軸、ＩＣ軸、イントプライン部な 
塗されていない露出部は、錆を防ぐめ 
を塗布してください。 

 

 
 
 

２ トラクタからの切り離し 
 
 
１． コントロルボックのコドを取りしてくだ 
さい。  
２． タンドをろし、ン固してください。  
． トラクタの油圧を作しタンドがに 
接するまラッンマシンを下げてください。  
４． トラクタのンンをめ、駐車をかけ 
てください。  
５．軸からイントをしてください。 
  
６．トップンク、右ロンク、左ロンク 
の順トラクタからりしてください。 

 
 

３ 長期格納する時 
 
 
１．作業機各部の清掃をしてください。  
２．摩耗し部品、破損し部品は、交換してくださ 
 い。  
．箇所一覧表に基づき、油脂を補してください。 
 ま、回転、回転支及びイントのク 
ランプンを含む摺部には注油し、軸、 
ＩＣ軸、イントのプライン部には 
を塗布してください。  
４．塗損傷部は、補修塗まは油を塗布し、さび 
の生を防いください。  
５．格納は風しのよい屋に保管してください。 
  やむをえず屋に保管するは、シトをかけて 
ください。  
６．コントロルボックはに保管してください。 
 
 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意  

  取扱い上の注意 



 
- 26 - 

 
 
 
 子く作業するめに、期的に行いましょう。 
 機の不による事故なを未然に防ぐめに、

5-1 一覧表に基づき、各部の

を行い、機をの状態、心して作業が行える

ようにしてください。 
 
 
機にが生じ、そのまま置すると破 
 損やケガをする事があります。 
 取扱説明書に基づき行てください。 
やまは軟弱な行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
およびンンをとめずに作業すると、 
者の不注意により、不意に作業機が駆さ 
れ、思わぬ事故を起こす事があります。 

 をり、ンンをとめ、回転部や可 
部がとまている事を確かめて行てください。 

 

 
作業機をあげ状態のまま下にもぐり、 
 を入れりすると、不意に下し、ケガをする 
 事があります。 

  下に入るは、台な下防をして行て 
 ください。 
油圧のやに、ゆるみや損傷があると、 
 飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 
 、ケガをする事があります。 

  補修もしくは部品交換してください。 

  やをすは、油圧回路の圧を 
 無くしてから行てください。 

不処置のめにし 
 や類を取り付けずに作業すると、回転部 
 や可部に巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 元りに取り付けてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 点検整備一覧表 

 
 

時    間 チェック項目 処       置 

新品使用前    2-3 箇所一覧表｣に基づき 

使  用  毎 

  

  

  

 ッ 

  

  

 チェ 

  

  コ付着 

 チェ 

 

・6-1 不調処置一覧表｣に基づき処置 

 ｋＰａ．１ｋｇｆ／㎝

２

 

・しめ部品補 

・6-1 不調処置一覧表｣に基づき処置 

・2-3 油箇所一覧表｣に基づき油 

・ 

・付着したコーンの除去 

・6-1 不調処置一覧表｣に基づき処置 

・調整 

シズ終了後 

  

  

  

  

  

 

  

 品 

 
 
 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  注 意  
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２ 各部の調整 

 
１．フィルムカット・ホールド関係の調整 
  出はの状態にしてありますが、使用 
において再度の必要が生じ、次の要領行 
てください。 

 
（１）ラップホルダ関係の調整 
① タンルを計方に廻し、 
を作させ、ラッルがのみぞ部１ 
目２目に容易に入るようラッル先端 
のボルト②します。 

    ナット①はにめ込み固してく 
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ② 各ロッドの長さを、それぞれに接 

続、プンの張りをします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
プンは、張りすぎないように注意してく 
ださい。張りすぎるとの作部の磨耗が著 
しくんだり、ラップル関係の部品破損の 
原因ともなります。 

 
 

  ③ ラッル先端がのみぞ部１目に入 
状態、ロッド先端のフォクンドン 
が長穴（長穴前）部に入きるよう 
フォクンド位置をし、ンを固しま 
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④ 前述①～③の、再度タンルを 

回転させ、のみぞ１目２目にラ 
ッルが入り、、タンル２回転 
目にラップルが開くことを確認してくださ 
い｡ 

 
 
 
タンルがするとラップルが閉 
じて、ケガをすることがあります。 
させるはを入れないください。 

不意にラップルが閉じてケガをする 
ことがあります。 
するはを入れないください。 

 
 
 
 
ラッンマシンを保管するは、ラップル 
を閉じ状態にしておいてください。 

 
 

 

（２）ラップル解置の 
  ① フと先端部とのマを3 

 2～35mmの範囲ロッド長さのを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 実にタンルを回転させ、ラップル 
を開きンプをさせ、ラップルの 
閉じる位置を確認してください。 
 ラップルの閉じる位置はタンル 
角度約60～70度近くがす。 

 

 

  取扱い上の注意 

 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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ラップルが早く閉じるは、ロッドをばし、 
セットボルトをゆるめ、ラッルとプトの 
間に遊びをつけます。 

ラップルが遅く閉じるは、ラッルと 
プトの遊びを1mm位とし、フと 
先端部のマします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．ラップホルダのナイフ位置の調整 

（１）ナイフの位置は図示の位置にしてあります。 
  実にフルを挟んれ具、ならびに保 
具を確認し、してください。 

（２）ナイフ及びナイフプトプトの出し入 
れにより、フルの断保具をして 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベルをろしナイフによてフルに穴が 
空けられていないは、ナイフを側（ラップ 
ル側）にしてください。 

同じようにろし、ナイフによてフルが 
断され、ラップルに挟み込まないは、ナ 
イフを側にしてください。 

 
３．フィルタの清掃 
  ッケ油圧を取りし、フル 
タ部を分解し清掃してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．テーブルロック関係の調整 

  ルロック部の取付長さは図示の寸法 
して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 パワーパッケージ 

フィルタ 
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４ 結 線 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 配 管 図 
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５ 配 管 図 
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 万一機の子がいは、不処置一覧表によ

り処置をしてください。 
 
 
機にが生じ、そのまま置すると破 
 損やケガをする事があります。 
 取扱説明書に基づき行てください。 
やまは軟弱な行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
ンンをとめずに作業すると、者の不注 
 意により、不意に作業機が駆され、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 ンンをとめ、回転部や可部がとまてい 
 る事を確かめて行てください。 

 
 

  
タンルをあげ状態のまま下にもぐ 
り、を入れりすると、不意に下し、ケ 
ガをすることがあります。 
下に入るは、台な下防をして行て 
ください。 

油圧のやに、ゆるみや損傷があると、 
 飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 
 、ケガをする事があります。 

  補修もしくは部品交換してください。 

  やをすは、油圧回路の圧を 
 無くしてから行てください。 

不処置のめにし 
 や類を取り付けずに作業すると、回転部 
 や可部に巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  元りに取り付けてください 

 
 
 

 
 
 
 
 

１ 不調処置一覧表 

 
 
 症   状 原    因 対 処 方 法 

傾斜地で機体が傾いている 

 でる 

 る 

 る 

ベール形状が悪く機体がゆれる 

 い形状いベールる 

 る 

チェーンがゆるみスプロケットがとぶ  チェーン 

異常音異常振 

ベール形状が悪くベールがせず

スプロケットがとぶ 

 い形状いベールる 

ベールがい 

ベール形状が悪いかが低く  

ロール間ベールが入込む 

 い形状いベールる 

ベールが落る ベール形状が悪いかが低い 

 い形状いベールる 

 る 

ベール形状が悪いか梱包が低い  い形状いベールる 

回
 
 
 
 
 
転
 
 
 
 
 
部
 

ネットが巻きく 

ベール巻きたネットがどる 

 ネットがどいる 

 ネットがどいベールがる 

積み込み変る 

 
 
 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意  
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 症   状 原    因 対 処 方 法 
パワーパッケージオイル不足  「2-3 給油箇一覧表」基づき給油  

油圧コントロールバルブゴミつ 

 油圧コントロールバルブゴミ 

除去る 

 油圧オイル 

い 

油温上昇 

 る 

 一油温る 

油圧ホース金具ゆるみ   

油圧コントロールバルブシール部 

摩耗 

 部 

油圧シリンダシール部摩耗  部 

油圧シリンダシール部ゴミ又は 

異物が進入 

 部 

パワーパッケージオイル注油栓から 

オイルが吹き出る（オイル入れぎ） 

 「2-3 給油箇一覧表」基づき 

油
 
 
 
 
圧
 
 
 
 
部
 

油漏れ 

油圧ホース破損  油圧ホース 

電源取出コード ㊉  ㊀ 接続 

間違い 

 「1-4-3-1 電源取出コード配線接

続」基づき正く配線 

他社製取出コード接続 

㊉  ㊀ が逆であった 

 社正コード接続 

コード接続不又は線  又は部 

センサー又はスイッチ不  又は部 

 
電
 
 
 
装
 
 
 
部
 

コントロールボックス

不 

コントロールボックス故障  部又は 

ス
ト
レ
ッ
チ
 

ロ
ー
ラ
部

 

フィルム不足 フィルムが延伸されい  「3-2-2 フィルム装着」基づき 

フィルム穴開き具合が大きく切れ 

ていラップホルダが閉じた 

フィルム挟い 

 「5-2-2 ラップホルダナイフ位」 

基づき 

フィルム保持い 

ラップホルダが閉じたはフィルム 

挟んでいるがひきちぎったと同 

抜る 

 「5-2-2 ラップホルダナイフ位」 

基づき 

ラップホルダが閉じたフィルムが切 

れていい 

 機はベールベールから

機体が離れるフィルムひきちぎ 

  

フ
ィ
ル
ム
カ
ッ
ト
・
ホ
ー
ル
ド
部
 

フィルムが切れい 

フィルム穴開き具合が小さく 

伸びて細くきれい 

 「5-2-2 ラップホルダナイフ位」 

基づき 

 
 
 
 
 
 
原因や処置の仕方がわからないは下記事項とともに購入先にご相談ください。 
 
１． 製  品  名 
２． 部品供型式（型式） 
． 製  番 号 
４． 故 障  容      （きるだけ詳しく） 
 

 
 
 
 
 



 



 




